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地
域
に
根
ざ
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
が
行
わ

れ
て
い
る
自
治
会
お
よ
び

ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会

並
び
に
行
政
の
住
民
協
働

の
役
割
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。　

す
べ
て
の
住
民
が
ま

ち
づ
く
り
の
担
い
手
で
あ

り
、
協
働
の
パ
ー
ト
ナ
ー

で
す
。
中
で
も
、
自
治
会

や
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
は
、

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
や
身
近
な
地

域
課
題
な
ど
を
解
決
し
、

公
益
的
活
動
の
一
翼
を
担
う

組
織
と
し
て
、
現
に
取
り

組
ん
で
い
る
状
況
で
あ
り

ま
す
。

　
村
と
し
て
も
地
域
活
動

の
主
体
で
あ
る
自
治
会
な

ど
が
よ
り
活
動
し
や
す
い

環
境
を
整
え
、
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
今

ま
で
以
上
に
地
域
に
係
わ
っ

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

北
部
地
域
の

　
　
発
展
・
活
性
化
は

　
国
、
県
、
独
立
行
政

法
人
等
の
研
究
施
設
の
用

地
は
、
北
部
地
域
の
振
興

の
妨
げ
に
な
っ
て
な
い
か

伺
い
ま
す
。

　
村
内
に
お
け
る
、
こ

れ
ら
の
用
地
は
、
約
3
千
60

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
全
体
の
約

17
％
そ
の
う
ち
約
97
％
が

国
道
4
号
、
国
道
2
8
2
号

沿
い
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
用
地
は
、
緑

豊
か
な
環
境
に
あ
り
、
環

境
、
景
観
に
大
き
く
寄
与

し
、
村
の
振
興
に
大
き
く

貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
北
部
の
振
興
を

図
る
上
で
は
、
こ
の
研
究
機

関
、
教
育
機
関
の
立
地
を

生
か
し
た
地
域
振
興
を
進

め
て
い
く
こ
と
も
一
つ
の
考

え
で
す
。

・
観
光
・
産
業
振
興
の
面
か

ら
、
滝
沢
イ
ン
タ
ー
と
国

道
2
8
2
号
に
直
接
ア
ク

セ
ス
す
る
道
路
の
設
置

・
北
部
地
域
の
農
業
特
性
で

あ
る
畜
産
農
業
振
興
に
耕

作
放
棄
地
お
よ
び
遊
休
農

地
を
有
効
活
用
す
る
施
策

の
取
り
組
み

・
北
部
地
域
の
悪
臭
問
題
の

取
り
組
み

そ
の
他
の
質
問

問

問

答

答

協
働
に
よ
る
地
域（
ま
ち
）

　
　
づ
く
り
に
つ
い
て
は

「
地
域
は
み
ん
な
で
つ
く
る
」

　
　
　
を
基
本
的
な
考
え
で

遠藤　秀
ひ で き

鬼議員

新志会

　
滝
沢
ブ
ラ
ン
ド
と

し
て
は
、
主
に
、
物
産
品

を
中
心
と
し
た
有
形
物
が

対
象
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

ま
つ
り
や
芸
能
な
ど
の
無

形
物
や
人
材
な
ど
、
滝
沢

の
資
源
は
、
ま
だ
ま
だ
眠
っ

て
い
る
も
の
も
あ
る
は
ず

で
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
滝
沢

の
よ
さ
を
も
っ
と
知
る
こ

と
・
滝
沢
の
様
々
な
資
源

を
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら

知
る
こ
と
・
好
循
環
の
サ

イ
ク
ル
を
作
り
上
げ
る
た

め
に
そ
の
視
点
を
は
っ
き

り
さ
せ
る
こ
と
・
展
開
し

て
い
く
た
め
に
「
や
る
気
、

本
気
」
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
あ
げ
る
こ
と
、
な
ど
が

大
切
と
捉
え
ま
す
。
そ
こ

で
、
滝
沢
ブ
ラ
ン
ド
の
あ

り
方
と
方
向
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

　
経
済
産
業
部
内
の
三

課
を
中
心
に
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
、
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

戦
略
、
農
家
民
宿
や
民
泊
・

滝
沢
花
卉
ブ
ラ
ン
ド
化
推

進
な
ど
検
討
、
推
進
中
で

す
。

　
今
後
は
、
農
商
工
連
携

に
よ
る
農
産
物
の
加
工
品

や
流
通
サ
ー
ビ
ス
面
で
の

取
り
組
み
、
ま
た
、
自
然

や
行
事
な
ど
、
滝
沢
村
に

し
か
な
い
も
の
を
発
信
し

て
い
く
予
定
で
す
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
　
　
　
　
　
対
策
は

　
村
内
の
幼
稚
園
、
保

育
園
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
対
応
と
対
策
を
現

地
調
査
し
た
結
果
、
感
染

児
へ
の
対
応
、
保
護
者
へ

の
周
知
･
応
対
、
予
防
策

徹
底
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
を
想
定
し
た
事
前

準
備
な
ど
、
現
場
は
大
変

な
事
態
に
あ
り
ま
す
。
し

か
も
、
現
状
は
下
火
に
な

る
ど
こ
ろ
か
、
益
々
、
増
え

て
い
く
傾
向
に
あ
る
と
い

う
心
配
を
抱
え
て
い
ま
す
。

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

　
今
後
も
、
国
や
県
の

動
向
に
注
意
し
つ
つ
、
予
防

対
策
の
普
及
啓
発
と
住
民

や
施
設
な
ど
の
相
談
に
対

応
し
て
い
き
ま
す
。

問

問 答

答

「
滝
沢
ブ
ラ
ン
ド
」
の

　
　
　
　
　
　
今
後
は

農
商
工
連
携
で

　
　
　
滝
沢
ら
し
さ
を
発
信

佐藤　澄子議員

春緑クラブ

総務常任委員会　調査活動報告
■調査日／平成21年10月7日(水)、27（火）～29日(木) 
■調査先／「男女共同参画について」
 （1）岩手県男女共同参画センター
 （2）東京都豊島区
 （3）東京都大田区
 「広域行政の取り組みについて」
 （1）神奈川県茅ヶ崎市
 （2）静岡県沼津市

委 員 長 斉藤　健二
副委員長 柳村　　一
委　　員 佐藤　澄子
 武田　猛見
 遠藤　秀鬼
 鎌田　　忍
 黒沢　明夫

「男女共同参画について」　

「広域行政の取り組みについて」

　本村の男女共同参画の取り組みの状況と岩手県の取
り組みの現状を踏まえ、先進地である豊島区、大田区
を調査しました。
  男女共同参画の推進は、国、地方自治体、民間企業や
地域の積極的な取り組みが不可欠であり、先進地の現
状を見ると、行政が直接運営しているところや運営委
託または指定管理者制度の導入と合わせて取り組んで
いる自治体とそれぞれ独自性を発揮している。
　※ジェンダーの気付き、※ドメスティック・バイオレ
ンスの問題、※ワークライフバランスの必要性等の課
題に取り組まれ、印象的だったのは、豊島区での男女
共同参画推進条例の制定、共同参画宣言都市の提唱、
さらには、ワークライフバランス推進企業認定制度の
導入に取り組み、民間企業の一般入札での評価項目に
加点する制度や認定ロゴマークの使用許可など企業メ
リットも検討されているところであった。

　男女共同参画社会を構築する上で積極的な意識改革
が必要であり、地域特性を考慮し実行性のある具体的
な施策が必要であると考える。

　先進地視察した茅ヶ崎市、沼津市は平成の大合併構
想が実現しなかった経緯があり、それぞれ人口70万都
市、120万都市での大都市での広域行政に取り組まれ
ている。
　本村の取り組みと比較すると、スケールが大きすぎ
る面もあるが、広域行政の取り組みは、地方、地域目
的などによって規模や範囲が異なってくる。
　地方自治体にとって財政難の時代となり限られた予

算の人員で「単独の自治体で実施するより効率的な事
業展開が可能である」「限られた地域で実施する広域連
携の方が有効的な推進」と幅広い観点でメリットがあ
る。
　本村として他市町との広域連携を密に、経費削減を
図り、より効果的な住民サービスの向上に努めるべき
であると考える。

▲新たな滝沢ブランド品（クイックロールほか）

▲地域はみんなで

※ジェンダー
　男はこうあるべき、女はこうあるべきという社会的慣習にとらわれた性別役割分担のこと
※ドメスティック・バイオレンス
　配偶者や内縁関係や両親・子・兄弟・親戚などの家族から受ける家庭内暴力（肉体的・精神的・経済的など）のこと
※ワークライフバランス
　「仕事と生活の調和」の意味で、働きながら私生活も充実させられるように職場や社会環境を整えること

【岩手県内の男女共同参画の推進状況を調査】

▲上
か み は ら

原センター長さんの説明を聞く委員


